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くらし安全　新しいまちづくりをすすめよう
⃝県市共催　事業説明会の概要 �  ⑴
　・要望活動
　・平成２６年度　会の動き

⃝先進地視察見学会を実施しました �  ⑵
　・JR南武線（稲田堤駅〜府中本町駅間）
　　連続立体交差事業

主　な　記　事

平
成
二
十
六
年
度
会
の
動
き

平
成
二
十
六
年
度
会
の
動
き

と
き　

平
成
二
十
七
年
三
月
四
日
㈬

２
．
広
報
啓
発
活
動

⑴
視
察

と
き　

平
成
二
十
七
年
二
月
二
日
㈪

場
所　

東
京
都
稲
城
市

⑵
広
報
紙
「
か
け
は
し
」
発
行

①
第
三
十
一
号
（
三
月
三
十
一
日
発
行
）

　

８
万
５
千
部
印
刷
・
全
戸
配
布

３
．
関
係
機
関
へ
の
要
望

と
き　

平
成
二
十
七
年
二
月
九
日
㈪

　

沼
津
駅
付
近
鉄
道
高
架
事
業
の
推
進
に

つ
い
て
県
知
事
、
県
議
会
へ
要
望
し
た

４
．
そ
の
他

　

静
岡
県
・
沼
津
市
共
同
開
催
の
「
こ
れ

か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
～
活
力
あ

る
ま
ち
を
目
指
し
て
～
」
を
傍
聴

と
き　

平
成
二
十
七
年
一
月
二
十
九
日
㈭

１
．
会
議
の
開
催

⑴
総
会
・
定
時
会
員
総
会

と
き　

平
成
二
十
六
年
八
月
四
日
㈪

会
場　

沼
津
商
工
会
議
所

議
案　

平
成
二
十
五
年
度
事
業
報
告
及
び

収
支
決
算
、
平
成
二
十
六
年
度
事

業
計
画
及
び
収
支
予
算
、
役
員
改

選
に
つ
い
て

報
告　
「
岐
阜
駅
の
高
架
化
に
つ
い
て（
視

察
報
告
）」

視
察　

プ
ラ
サ　

ヴ
ェ
ル
デ

⑵
正
副
会
長
会
議

と
き　

平
成
二
十
六
年
七
月
三
十
日
㈬

場
所　

沼
津
商
工
会
議
所
会
議
室

議
題　

定
時
会
員
総
会
に
諮
る
議
案
に
つ

い
て

報
告　
「
岐
阜
駅
の
高
架
化
に
つ
い
て（
視

察
報
告
）」

と
き　

平
成
二
十
七
年
一
月
十
三
日
㈫

場
所　

沼
津
商
工
会
議
所
会
議
室

議
題　

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
視
察
、

市
民
講
座
に
つ
い
て

⑶
事
務
局
会
議

と
き　

平
成
二
十
六
年
九
月
二
十
二
日
㈪

　

平
成
27
年
１
月
29
日
、プ
ラ
サ
ヴ
ェ
ル
デ
に
て
静
岡
県
と
沼
津
市
が
共
同
で「
こ
れ
か
ら
の
ま
ち

づ
く
り
～
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
～
」
を
開
催
し
、多
く
の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
説
明
会
で
は
、
は
じ
め
に
、
県
担
当
者
よ
り
Ｐ
Ｉ
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
イ
ン
ボ
ル
ブ
メ
ン
ト
）

を
含
む
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
経
緯
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
栗
原
裕
康
沼
津
市
長
が
檀
上
に
立
ち
、

　

と
今
後
の
市
の
方
針
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
市
担
当
者
よ
り
今
後
10
年
間
の
市
の
財
政
見
通
し
に
つ
い
て
、
鉄
道
高
架
事
業
を
実
施

し
て
も
、
健
全
な
財
政
運
営
が
可
能
で
あ
る
と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
難
波
喬
司
副
知
事
よ
り
、

　

と
呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

当
会
と
し
て
は
、
県
や
市
に
協
力
し
な
が
ら
、
新
し
い
沼
津
の
ま
ち
づ
く
り
を
と
も
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。

１�

．
ま
ち
づ
く
り
は
、未
来
へ
の
投
資
で
あ
り
、投
資
方
法
・
ま
ち
づ
く
り
の
方
法
に
つ
い
て

は
、様
々
な
選
択
肢
が
あ
る
。
そ
し
て
今
回
、「
よ
り
よ
い
と
思
わ
れ
る
案
」
を
選
択
し
た
。

２�

．
原
地
区
へ
の
新
貨
物
タ
ー
ミ
ナ
ル
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
万
全
の
環
境
対
策
と
と
も
に

新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
地
域
住
民
の
皆
様
に
「
受
忍
」
で
は
な
く
、

「
受
認
」
い
た
だ
け
る
も
の
に
な
り
得
る
と
判
断
し
た
。

３�

．
沼
津
駅
周
辺
総
合
整
備
事
業
は
完
了
ま
で
に
15
年
以
上
か
か
り
ま
す
。
し
か
し
、
み
ん

な
で
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
を
し
よ
う
と
い
う
人
の
心
が
動
け
ば
、
ま
ち
づ
く
り
の
効
果
は

す
ぐ
明
日
か
ら
出
ま
す
。
明
る
い
未
来
の
た
め
に
、
み
ん
な
で
「
沼
津
の
新
た
な
ま
ち
づ

く
り
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
。

１�

．「
イ
ー
ラ
ｄ
ｅ
」も
黒
字
と
な
り
、沼
津
の
ま
ち
は
良
い
方
向
に
回
っ
て
き
た
。
さ
ら
に
、

ま
ち
の
魅
力
を
高
め
て
い
き
た
い
。

２�

．
鉄
道
高
架
事
業
を
進
め
て
沼
津
市
の
財
政
は
大
丈
夫
な
の
か
。
夕
張
市
の
よ
う
に
な
っ

て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
反
対
さ
れ
る
方
も
い
る
。
努
力
は
必
要
で
あ
る
が
、
財
政
破

綻
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
。

３�

．
広
大
な
鉄
道
跡
地
や
高
架
下
に
、
都
市
的
魅
力
を
増
す
施
設
を
い
か
に
配
置
し
て
い
く

か
、
市
民
と
と
も
に
夢
を
持
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
。

４�

．こ
れ
ま
で
議
論
を
尽
く
し
、最
終
責
任
者
が
判
断
を
し
た
。民
主
主
義
の
ル
ー
ル
に
従
い
、

み
ん
な
で
一
緒
に
や
り
ま
し
ょ
う
。

市長からは、「高架事業における沼津市の財政への
心配はない」との説明がありました。

沼津は移住、定住したいまちになり得ると力説する
難波副知事

▼
県
知
事・県
議
会
に
要
望
書
を
提
出
▲

　

事
業
主
体
で
あ
る
静
岡
県
よ
り
、
現
行
計
画
ど
お
り
事
業
を
推
進

す
る
と
の
方
針
が
示
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、
平
成
27
年
２
月
９
日
、

当
会
は
鉄
道
の
高
架
化
を
一
刻
も
早
く
実
現
し
て
い
た
だ
く
た
め
、

栗
原
市
長
、
沼
津
駅
鉄
道
高
架
事
業
推
進
特
別
委
員
会
浅
原
委
員
長

ら
と
と
も
に
県
庁
を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
面
会
し
た
難
波
副
知
事
、
野
知
交
通
基
盤
部
長
、
多
家
議

長
に
対
し
、
平
成
18
年
の
事
業
認
可
以
来
、
沼
津
駅
周
辺
で
は
鉄
道

の
高
架
化
を
前
提
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
着
々
と
進
ん
で
お
り
、
多

く
の
市
民
が
心
待
ち
に
し
て
い
る
鉄
道
高
架
本
体
工
事
の
早
期
着
工

を
要
望
し
ま
し
た
。

　

難
波
副
知
事
か
ら
は
、「
た
く
さ
ん
の
方
々
の
思
い
が
込
め
ら
れ

た
要
望
書
を
い
た
だ
き
、
私
も
今
一
度
、
し
っ
か
り
と
取
り
組
ん
で

い
き
た
い
」
と
大
変
力
強
い
決
意
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
多
家
議
長
か
ら
も
「
事
業
推
進
に
向
け
、
と
も
に
頑
張
っ

て
い
き
た
い
」
と
の
お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

栗原市長、浅原委員長とともに、難波副知事
へ要望書を手渡す市川会長

更なる事業推進に向け、多家議長に要望書を
手渡す

決
定
！

決
定
！
鉄
道
高
架
事
業
の
推
進
�

鉄
道
高
架
事
業
の
推
進
�

••
高
架
事
業
に
よ
り
沼
津
の
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
る
！

高
架
事
業
に
よ
り
沼
津
の
ま
ち
の
魅
力
を
高
め
る
！

••
財
政
破
綻
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
！

財
政
破
綻
の
心
配
は
あ
り
ま
せ
ん
！

栗
原
市
長

栗
原
市
長

明
る
い
未
来
の
た
め
に
、
み
ん
な
で
「
沼
津
の
新
た
な
ま
ち

明
る
い
未
来
の
た
め
に
、
み
ん
な
で
「
沼
津
の
新
た
な
ま
ち

づ
く
り
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
！

づ
く
り
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
ょ
う
！

難
波
副
知
事

難
波
副
知
事

鉄道高架事業をもとに皆の力を合わせて新しい沼津をつくりましょう

⑴　平成27年（２０15） ３ 月３1日 市民の会広報紙 第31号



先進地視察見学会を実施しました。（ＪＲ南武線連続立体交差事業）先進地視察見学会を実施しました。（ＪＲ南武線連続立体交差事業）

▶ＪＲ南武線（稲田堤駅～府中本町駅間）の高架化による効果
●踏切遮断が解消

高架化前
（H21．10調査）

第二区間にある７箇所の踏切の平均遮断時間の変化

全線高架化後
（H26．1調査）

●地元の方々が効果を実感
子どもの通学・高齢者の移動など安心感が高まった

91％91％

3％3％ 5％5％ 1％1％

高架化前に踏切遮断で通行を妨げられた経験

93％93％

7％7％

※地元の方々へのアンケート　回答者数＝211人

※稲城市消防本部・稲城消防署へのアンケート調査結果 東京都ホームページより引用

●円滑な消防・救急活動に貢献
緊急出動時の移動がスムーズになった

100％100％

●交通渋滞が解消

高架化前
（H21．10調査）

多摩３・３・７号線の踏切遮断による最大渋滞長の変化

全線高架化後
（H26．1調査） 50 100 150 200 250(ｍ)

２３０ｍ

⬅ゼロ！⬅ゼロ！

■良くなった
■やや良くなった
■変わらない
■その他

■ある
■ない

■思う
■思わない
■その他

1 2 3 4 5(時間/日)

４時間/日

⬅ゼロ！⬅ゼロ！

●人の流れが良くなり歩きやすく
　なった。
●踏切が無くなったことで安心感
　や利便性が良くなった。
●高齢者が安全に通行できるよう
　になった。

地元の方々の声

▶視察レポート
　平成２７年 ２ 月 ２ 日㈪、女性も含めた市民の会会員３７名で、連続立体交差（鉄道高架）事業の先進地である東京都稲城市を視察いたしました。
　東京都稲城市は、東京都心から西南に約25kmに位置し、多摩ニュータウン建設や京王相模原線、小田急多摩線沿線の開発に伴い、多摩川流域の既存
住宅地と合わせて人口が急増した人口約86,000人の都市です。
【事業の概要】
　稲城市は、沼津市と同様に市街地が鉄道で分断されていた上、踏切による慢性的な交通渋滞が課題となっていたため、鉄道高架事業を実施し、沿線の
まちづくりを進めています。この事業は、ＪＲ南武線の稲田堤駅～府中本町駅間約４．３kmの区間を連続立体交差化し、１５箇所の踏切を除去するもので
全体事業費は約598億円です。平成２５年１２月に全線の高架化が完了しました。
【視察内容】
　当日は、沼津駅より大型バスで南多摩駅まで行き、その後ＪＲ南武線に乗って『南多摩駅』『稲城長沼駅』『矢野口駅』の ３駅周辺を見学しました。各
駅周辺では、鉄道の高架化に合せて土地区画整理事業等を実施し、駅前広場や幹線道路の整備が着々と進んでいました。元々、駅前広場もなく小さな駅
舎があるだけだった場所が、高架化によりこんなにも変わるのかと驚いた会員も多くいました。

　南武線での移動の際、市担当者より環境（防音）対策として※弾性バラスト軌道やロングレール設置等の説明があり、会員からは実際に乗ってみると『本
当に静かで、ハイブリッド車のようだ』『ホーム下も含めて、振動や騒音がほとんど無い』といった声が聞かれました。
【稲城のまちの人の声】
　また、当日は地元商店街やまちの方に話を伺いました。
　『高架になって渋滞が無くなり、人や車の流れが大きく変わった』『高架に反対する人はいなかった。高架にしてよかったことしか思い浮かばない』『ま
ちがどんどん便利になっている』『もともと貨物線路で何もなかった所だったが、高架になって人が集まるようになった』その他、まちの発展を楽しみ
にしているといった声が聞かれました。
※弾性バラスト軌道…鉄筋コンクリート製マクラギの下に弾性材を張り付ける等、吸音と防振効果に優れた線路

▶参加した会員の声
⃝�各駅とも共通して住民の期待が大きいように感じた（70代男性）
⃝�３ つの駅舎は統一感があり、街全体の一体感を感じた

 （50代男性）
⃝�駅前にガンダムのモニュメント設置が計画され、今後、話題に
なると思う（20代男性）
⃝�電車の通過音の小ささを実感することができた（60代男性）
⃝�騒音に対する配慮がなされ、参考になった（70代女性）
⃝�南北の往来など大変便利で街全体として活性化されている

（40代男性）
⃝�視察をしてみて、沼津でも鉄道高架を進めてもらいたいと思っ
た（50代男性）
⃝�沼津も高架事業を速やかに進めるべきだと感じた（70代男性）

ＪＲ稲城長沼駅の高架工事について説明
を受ける

ＪＲ矢野口駅の自由通路や高架下利用の状況
を視察する

～（現）南多摩駅～～（旧）南多摩駅～ ～（現）稲城長沼駅～～（旧）稲城長沼駅～
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